
 

 

【学校教育アンケートについて】 

1月15日に保護者のみなさまにお願いしたアンケートに回答いただきありがとうございました。

全部で４２件の回答をいただきました。また、同時期に児童へもアンケートを行い、それぞれを集

計し、昨年度との比較を行うなどして、今年度の成果と課題を確認させていただきました。詳細は

学校 HP で公表させていただいておりますので、指標の求め方や、成果・課題についてもそちらで

ご覧いただけたらと思います。ここには特に特徴的な概要を記します。 

〔概要〕 

児 童 

質問項目数２１問に対して90%以上の肯定的回答があったのは14問でした。これにより、子

どもたちの学校生活の満足度はある程度高いと言えます。特に、「学校生活は楽しい」、「授業はわ

かりやすい」の指標が高いのは学校という学ぶ場所において」嬉しい評価です。半面、「授業でわ

からないことがあれば、先生に質問している。」は昨年に比べて指標の数値が減少しています。先

日の職員会議の中でも、質問しやすい授業づくりについても配慮していくことを確認しました。 

保護者 

指標が５.０を下回るものは、「子どもは、家庭学習（宿題や読書、自主学習など）に意欲的に取

り組んでいる。」と「ＰＴＡ活動には、参加しやすい。」でした。 

家庭学習については、本校は下校までの放課後の時間が他校に比べて長いため、その時間を利

用して学校で宿題や自主学習を行っている児童が多いという背景があることは含んでおく必要が

ありますが、学校での学びを定着させるためにも、家庭での学習やその時間をとることを身に付

けさせたいと考えています。子どもの負担を考慮しながら、来年度をどうしていくか学校でも検

討していきます。家庭学習はご家庭での励ましも必要ですので、その節はよろしくお願いします。 

ＰＴＡ活動については、今年度も決算総会を事前にアンケート形式で承認・不承認をうかがい、

集まっての会議も前年度７回から５回に減らすことにより実行委員の方の負担減少も考えて改善 

 

を重ねてきました。来年度もバレーボールやソフトボール、文化教養人権講座についても多くの

方が参加しやすいように検討していきます。 

 

【堅上小学校 令和8年度の取り組みについて】 

令和12年（2030年）に実施予定の次期学習指導要領は今までと大きく変わる教育の大改革とい

われています。少し専門的な話になりますが、次の学習指導要領を検討するのは中央教育審議会（中

教審）というところで数年をかけて論議が重ねられます。昨年9月にその「論点整理」が公表されま

した。そこには、「これから20年先の社会を見据えた時、そこには、かなり厳しい時代、予測困難な

時代を予測させる指標が様々に存在する」ことが指摘されており、今から生まれてくる子どもや現在

学齢期の子どもが予測困難な時代をたくましく生きていくための力を身につけていく必要性が述べら

れています。 

ポイントはいくつかありますが、その1つに『「情報活用

能力」の抜本的強化』があげられており、小学校では、「総

合的な学習の時間」に「情報の領域（仮称）」が付加されま

す。探究的な学びの中で、情報の収集・整理・発信やプログ

ラミングを体験的に学ぶことが求められています。 

このような背景をもとに、令和8年度から堅上小学校が幼稚園・中学

校と連携して取り組むのが「カタカミライ科」です。その概要を簡単に

表現すると、現在1，2年生の「生活科」と3年生以上で実施している

「総合的な学習の時間（以下「総合」）」を堅上小学校では「カタカミライ

科」と称して、学年に応じたテーマを設けて取り組み、幼稚園・中学校と

系統的につなげて「探求的な学習（以下「探求学習」）」を行っていきま

す。9年生（中学3年生）が卒業するときには、「自らの未来を切り拓いていく力」の基礎を十分につ

けることをめざしていきます。 

1 年ほど前から柏原市教育委員会とも連携し実施に向けて準備を進めてきました。先生方にとって

も今までと違う指導方法を求められるため、初年度は不備もあるかもしれませんが、子どもたちとと

もに成長していけたらと思います。 

「カタカミライ科」については、今後も様々な方法でお伝えしていく予定です。 
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